
平成 28年 2月 9日

水と土の芸術祭 2015実行委員会 第 4回総会 報告書

新潟市西区自治協議会

会長 岩 脇 正 之  様

西区自治協議会委員 大 谷 一 男

 去る 2月 9日（火）、新潟市役所本館 6階講堂において開催された「水と土の芸術祭 2015実
行委員会第 4回総会」に出席したので、その概要を下記により報告します。

 実行委員長の篠田昭新潟市長から、「水と土の芸術祭 2015」は、さまざまなアートやプロジ
ェクトを通して、新潟の自然や文化芸術といった魅力を発信していただいた。各プロジェクト

のレベルも高く市民力を高めるうえで大きな成果があった。また、東アジア文化都市のメーン

事業として日本、中国、韓国との文化交流にも大きく寄与した旨の挨拶があった。

 引き続き、「新潟市の潟を鳥の眼で訪ねる旅」と題した、新潟市の潟(湖沼)16か所を紹介する
空撮のビデオ上映があった。西区の紹介は以下のとおり。

・佐潟(さかた) 
   上潟と下潟の二つから成る潟。周辺湿地部分を含めてラムサール条約に登録。

   所在地：赤塚

・御手洗潟(みたらせがた) 
佐潟の北側にある潟。近くの神社に参拝する際に手を洗い身を清めたことに由来。

   所在地：赤塚

・ドンチ池(どんちいけ)                
土地や水の権利をめぐり争われた所「論地(ろんち)」が訛ったと伝えられている。

   所在地：中権寺

・金巻の池(かねまきのいけ)      
堤防が破堤してできた池(治水地形分類図では落堀という)。地元では「水戸際池」、  

「山佐池」、「宮池」、「木場池」などと呼ばれている。

   所在地：木場・金巻

 続いて議事に入り、次の議案が諮られた。 

議案 1号 水と土の芸術祭 2015実行委員会会則の改正(案)について
     第 4条別表の農業団体中

 「新潟市農業協同組合 豊栄農業協同組合」とあるのを

 「新潟市農業協同組合」に改める。

         (事由) 
合併に伴い実行委員会の団体数 63 を 62 に改める。施行日は平成 28 年 2 月      

1日。

資料４



議案 2号 水と土の芸術祭 2015事業実施報告書(案)について
事務局から詳細な説明があった。

     平成 28年 1月 26日開催の第 10回西区自治協議会本会でも報告された。
なお、4 人のディレクターから「新潟の自然との共生に関心が高まっていた」    

「潟をテーマにした新潟の独自性を誇りたい」「地域の個性特性を生み出す意味で成果

    があった」「潟カフェでは地元の方々との交流が財産となり参加者の満足度が高

    かった」といった評価が述べられた。

議案 3号 実行委員アンケートの取りまとめについて
アンケート結果について、事務局から詳細な説明があり、第 4回の「水と土の

    芸術祭 2018」につなげていくことを確認した。
なお、アンケートの資料については 2月 25日(木)開催の第 11回西区自治協議

    会本会で報告の予定。

以上の議案は、何れも承認された。

 最後に、以下のシンポジウムと「水と土の芸術祭 2015」を振り返ってのフォーラムの紹介が
あった。

日時 平成 28年 2月 20日(土) 14：00～17：00 
場所 新潟市民プラザ

内容 「潟」シンポジウム 基調講演、パネルディスカッション

日時 平成 28年 2月 27日(土) 13：30～16：30               
場所 ビユー福島潟展望ホール

内容 市民企画「連続市民フォーラム」基調講演、トークセッション

日時 平成 28年 3月 19日(土) 13：30～16：30                     
場所 小須戸まちづくりセンター

内容 市民企画「連続市民フォーラム」基調講演、トークセッション

日時 平成 28年 3月 26日(土) 13：30～16：30                     
場所 クロスパルにいがた 5Ｆ交流ホール
内容 市民企画「連続市民フォーラム」基調講演、トークセッション

なお、閉会挨拶で篠田新潟市長は、次回の「水と土の芸術祭 2018」は、新潟港の開港 150
周年で盛り上げたい旨を述べていた。

 次回の第 5回総会は 5月下旬の予定。
  以上
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